
令和２年度公共事業評価監視委員会
再評価地区

県営かんがい排水事業

佐賀西部高域地区

事業採択後、１０年間経過

さがせいぶこういき



県営かんがい排水事業
佐賀西部高域地区

県営かんがい排水事業
佐賀西部高域地区

佐賀西部高域地区 位置図



事業目的

本地区では、土地利用型農業（米、麦、大豆）や施設園
芸（いちご、きゅうり、なす等）が展開されている。

農業用水は中小河川やため池等に依存していることから、
小規模な干ばつ時でも農業用水が不足し、営農に支障を来
している。

このため、用排水施設の整備により農業用水の安定供給
を行い、担い手農家への農地集積による生産性の向上を図
るとともに、農業経営の安定を目的とする。



【総事業費】 2,053百万円

【 工 期 】 平成23年度～令和5年度

【受益面積】 410.5ha

【事業内容】 用水路工（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ） L=16.7km      

用排水路工(ﾗｲﾆﾝｸﾞ)  L=15.1km

取水堰工 2箇所

【進捗率（R1末） 】 59％(事業費ベース) 

佐賀西部高域地区の概要

  受益地（A=410.5ha）
  用排水路工（15.1km）
  用水路工（16.7km）

凡     例

嘉瀬川ダム

川上頭首工

揚水機場
吐水槽



本地区では不足する農業用水を嘉瀬川ダムに依存しており、国営筑後川下流
土地改良事業で整備された施設を介して配水される計画である。

関連国営土地改良事業の概要

嘉 瀬 川 ダ ム

川 上 頭 首 工

佐賀高域揚水機場

吐水槽

分水工



佐賀西部高域地区の実施状況（佐賀）

工  種 全体事業量 令和元年度迄 令和２年度 令和３年度以降
用水路工 16,714ｍ 12,414ｍ 150ｍ 4,150ｍ
取水堰工 2箇所 2箇所

用排水路工 15,082ｍ 7,438ｍ 912ｍ 6,732ｍ

用排水路工（整備前） 用排水路工（整備後）

令和元年度迄
令和２年度
令和３年度以降
受益地

凡  例



佐賀西部高域地区の実施状況（小城）

工  種 全体事業量 令和元年度迄 令和２年度 令和３年度以降
用水路工 16,714ｍ 12,414ｍ 150ｍ 4,150ｍ
取水堰工 2箇所 2箇所

用排水路工 15,082ｍ 7,438ｍ 912ｍ 6,732ｍ

令和元年度迄
令和２年度
令和３年度以降
受益地

凡  例

完成区間
（パイプラインによる農業用水の安定供給）

施工中区間



社会経済情勢等の変化

・受益面積は、農地転用により減少
【事業採択時】420.3ha  【現在】410.5ha

・受益地内における農家数は、減少傾向
【事業採択時】821  【現在】737



費用対効果の要因の変化

総便益（Ｂ）１５，４５５百万円
総費用（Ｃ）１２，０９６百万円

＝１.２７

費用便益比

要因の大きな変化なし。

○総便益（Ｂ）：事業を行うことによって発現する効果額
（内訳）

○作物生産効果 ２，２７６百万円
〇品質向上効果 ３５７百万円
○営農経費節減効果 １２，８９９百万円
○維持管理費節減効果 △３８８百万円
○国産農産物安定供給効果 ３１１百万円

○総費用（Ｃ）：当該事業及び関連事業の建設事業費＋
事業期間及び ４０年間に要する維持管理費



コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）
・パイプライン工事における現場発生材やクラッ

シャーラン等の再生材を活用。

・用排水路の整備は、コンクリート二次製品を活
用し作業を省力化する。

（代替案の検討）
特になし



対応方針

当初から事業の必要性は変わっておらず、国
営事業と一体となって事業効果を発現するもの
であることから事業を継続したい。


